
JES和文原稿テンプレート（題目・MS明朝18・英数字はTimes New Roman 18・中央揃え）
JES Japanese Manuscript Sample（題目英訳・Times New Roman 18・中央揃え）
（1行空ける 11）
太平 太郎 （氏名・MS明朝・14・中央揃え）
金谷川大学 （所属機関・MS明朝・14・中央揃え）
小学生 花子（2名以降の執筆者と所属機関も1行毎に書く）
英語小学校
（1行空ける 11）
TAIHEI Taro （氏名・ヘボン式ローマ字・Times New Roman ・14・中央揃え）
Kanayagawa University （所属機関・Times New Roman 14・ｲﾀﾘｯｸ・中央揃え）
SHOGAKUSEI Hanako（2人以降の執筆者と所属機関も1行毎に書く）
Eigo Elementary School
（1行空ける 11）
キーワード：（3語。日本語はMS明朝，英語はTimes New Roman・12・中央揃え）
（1行空ける 11）
要旨 （MSゴシック・12・太文字・中央揃え）
（1行空ける 11）
本稿の研究において…（本文・MS明朝・10.5・1行目のみ文頭全角1文字分空ける）……………3つの点が明らかとなった。…（要旨を10～15行で書く。2行目以降は左端スペース空けず，両端揃え・句読点：全角の「，」「。」を用いる。）…………

（1行空ける 11）
1. はじめに　（MSゴシック・12・太文字・中央揃え・番号半角）
（1行空ける 11）
小学校外国語活動における…（本文・MS明朝・10.5・1行目文頭全角1文字分空ける）特徴があげられる。（2行目以降は左端スペース空けず，両端揃え・句読点：全角の「，」「。」を用いる。）………………

（1行空ける 11）
2. 先行研究　（MSゴシック・12・太文字・中央揃え・番号半角）
（1行空ける 11）
外国語活動における情意面に関する研究…（本文・MS明朝・10.5・1行目文頭全角1文字分空ける）…………以下の点が報告されている。（2行目以降は左端スペース空けず，両端揃え・句読点：全角の「，」「。」を用いる。）……………………………………………

（1行空ける 11）
3. 実験　 （MSゴシック・12・太文字・中央揃え・番号半角）

（1行空ける 11）
3.1 参加者　（MSゴシック・12・太文字・左揃え・番号半角）
本研究における参加者は…（本文・MS明朝・10.5・1行目文頭全角1文字分空ける）………帰国子女を含まない55名の小学6年生である。（2行目以降は左端スペース空けず，両端揃え・句読点：全角の「，」「。」を用いる。）…………………
（1行空ける 11）
注（MSゴシック・12・太文字・中央揃え）

（1行空ける 11）
1. 本稿における外国語活動の定義は，（本文・MS明朝・10.5・1行目文頭スペースを空けない・番号半角）…という意味である。（2行目以降は全て全角1文字分，左を空ける・両端揃え）
2. 異文化理解をめざした指導例には，（本文・MS明朝・10.5・句読点：全角の「，」「。」を用いる。）
（1行空ける 11）
謝辞　（MSゴシック・12・太文字・中央揃え）

（1行空ける 11）
本研究は…（本文・MS明朝・10.5・1行目文頭全角1文字分空ける）…………………..の協力を得ている。ここに感謝の意を表する。（2行目以降は左端スペース空けず，両端揃え・句読点：全角の「，」「。」を用いる。）
（1行空ける 11）
引用文献　（MSゴシック・12・太文字・中央揃え）
（1行空ける 11）
磐梯二郎（監修）(1958).『英語の歴史』東南書店．（引用文献和書・MS明朝・10.5・文頭スペースを空けず，両端揃え・年号Times New Roman）
琵琶真一・青森明彦・Stephen, D. H. (1986). 「英語でコミュニケーションをする生徒の特徴」『猪苗短期大学紀要』第1号, 27-46．（2行目以降は全て全角2文字分，左を空ける・両端揃え）
Carter, R., & McCarthy, M. (1988). Vocabulary teaching. Wiseman．（引用文献洋書・Times New Roman・10.5・文頭スペースを空けず，両端揃え）
Hargis, M. B., & Castel, A. D. (2018). Younger and older adults’ associative memory for medication interactions of varying severity. Memory, 26(8), 1151-1158. https://doi.org/10.1080/09658211.2018.1441423（2行目以降は全て半角4文字分，左を空ける・両端揃え・文献にDOIが明記されている場合は記載する）
黒木賞三郎 (2008).『英語学習者の動機づけに関する研究』開運堂書房．

白河明士 (2003).「第2章3節　4技能の統合的教授法」山城護郎・筑波太郎・平泉一吉（編）『21世紀の英語教育研究』(pp. 101-126) 太平洋書店．（数字すべてTimes New Roman）
順序は，和書と洋書の文献を混ぜて，アルファベット順に書く。洋書の文献の場合，Publication Manual of the American Psychological Association (American Psychological Association)　の第7版に準拠すること。
